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　親
おや

や介
かい

護
ご

者
しゃ

という仕
し

事
ごと

は、終
お

わりのない困
こんなん

難に満
み

ちています。もちろん、

子
こ

どもには取
とりあつかい

扱説
せつ

明
めい

書
しょ

があるわけではありません。それに、彼
かれ

らが自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

や他
た

人
にん

、自
じ

分
ぶん

の価
か ち

値観
かん

を理
り

解
かい

し受
う

け入
い

れ、適
てきおうりょく

応力のある機
き

能
のう

的
てき

な社
しゃかい

会人
じん

と

なるよう育
そだ

て教
きょういく

育する知
ち

識
しき

が、私
わたし

たちには欠
か

けていることが多
おお

いのです。

　自
じ

閉
へいしょう

症スペクトラムのある子
こ

どもの場
ば

合
あい

、人
じん

生
せい

のある時
じ

点
てん

で非
ひじょう

常に特
とくしゅ

殊な

ニーズを持
も

つため、課
か

題
だい

はさらに大
おお

きなものになります。さらに、コミュニ

ケーションや社
しゃかい

会的
てき

相
そう

互
ご

作
さ

用
よう

における困
こんなん

難、興
きょうみ

味や自
じ

律
りつ

性
せい

の制
せいげん

限は、家
か

族
ぞく

全
ぜんたい

体の生
せいかつ

活の質
しつ

に大
おお

きく影
えいきょう

響します。

　この冊
さっ

子
し

では、自
じ

閉
へいしょう

症スペクトラム（ASD）の本
ほんしつ

質をよりよく理
り

解
かい

するため

の情
じょうほう

報やヒント、そしてスペクトラムの子
こ

どもや若
わかもの

者と日
ひ び

々関
かか

わる際
さい

に役
やく

立
だ

つ、実
じつよう

用的
てき

な資
しりょう

料を紹
しょうかい

介しています。

クラデ・マイラ

PART １

子
こ

どもたちのインクルージョン

自
じ

閉
へいしょう

症スペクトラムを持
も

つ子
こ

どもの教
きょういく

育・

発
はったつ

達に関
かん

する、家
か

族
ぞく

のためのガイド
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神
しんけい

経発
はったつ

達障
しょうがい

害

　とりわけ生
せいぶつ

物学
がく

的
てき

・遺
い

伝
でん

的
てき

な、複
ふくすう

数の要
よう

素
そ

の乱
みだ

れを含
ふく

む、妊
にんしんちゅう

娠中の神
しんけい

経系
けい

の調
ちょうわ

和を欠
か

いた発
はったつ

達による障
しょうがい

害で、発
はったつ

達の初
しょ

期
き

段
だんかい

階、通
つうじょう

常は 3歳
さい

までに現
あらわ

れ

ます。注
ちゅうい

意、知
ち

覚
かく

、運
うんどう

動能
のうりょく

力、感
かんじょう

情、認
にん

知
ち

、コミュニケーションなどの神
しんけい

経

心
しん

理
り

学
がく

的
てき

機
き

能
のう

に、障
しょうがい

害をもたらす可
か

能
のう

性
せい

があります。

障
しょうがい

害の例
れい

は？

自
じ

閉
へいしょう

症

スペクトラム
コミュニケーション

障
しょうがい

害
常
じょうどう

同運
うんどう

動障
しょうがい

害

知
ち

的
てき

障
しょうがい

害

注
ちゅうい

意欠
けっかん

陥多
た

動
どう

性
せい

障
しょうがい

害（ADHD）

限
げんきょく

局性
せい

学
がくしゅう

習障
しょうがい

害

運
うんどう

動不
ふ

全
ぜん

子
こ

どもの

発
はったつ

達障
しょうがい

害
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自
じ

閉
へい

スペクトラム症
しょう

（ASD）とは？

　出
しゅっしょう

生時
じ

または幼
よう

児
じ

期
き

から存
そんざい

在する神
しんけい

経発
はったつ

達障
しょうがい

害ですが、3 歳
さい

になるまでに、

発
はっかく

覚しなかったり完
かんぜん

全に発
はつげん

現しない場
ば

合
あい

があります。

　ASD は、3つの基
き

本
ほん

的
てき

な特
とくちょう

徴を備
そな

えた様
さまざま

々な神
しんけい

経発
はったつ

達障
しょうがい

害を包
ほうがん

含しており、

同
どう

時
じ

に発
はっしょう

症することも、単
たんどく

独で発
はっしょう

症することもあります。

　例
れい

を挙
あ

げると：

　- 表
ひょうげん

現性
せい

コミュニケーションの欠
けつぼう

乏 - 言
げん

語
ご

および／または非
ひ

言
げん

語
ご

の障
しょうがい

害、

　　発
はつ

話
わ

の欠
けつじょ

如または遅
ち

延
えん

、反
はんきょう

響言
げん

語
ご

、感
かんじょう

情共
きょうゆう

有の難
むずか

しさ。

　- 他
た

者
しゃ

との交
こうりゅう

流や絆
きずな

の形
けいせい

成が困
こんなん

難なため、友
ゆう

人
じん

関
かんけい

係を築
きず

いたり維
い じ

持したり

　　することが難
むずか

しい。

　ジェスチャーや話
はな

し方
かた

を真
ま ね

似る能
のうりょく

力が低
てい

下
か

しているため、観
かんさつ

察や繰
く

り返
かえ

し

による学
がくしゅう

習が困
こんなん

難。

　社
しゃかい

会的
てき

交
こう

互
ご

関
かんけい

係の欠
けつじょ

如（命
めいれい

令、呼
よ

びかけ、遊
あそ

びなどに反
はんのう

応しない）。

　- 挙
きょどう

動、興
きょうみ

味、活
かつどう

動の限
げんてい

定的
てき

かつ反
はんぷく

復的
てき

なパターン。

　症
しょうじょう

状やその現
あらわ

れ方
かた

は様
さまざま

々で、軽
けい

度
ど

から重
じゅうど

度の障
しょうがい

害まであります。しかし、

コミュニケーションや社
しゃかい

会的
てき

関
かんけい

係の形
けいせい

成が困
こんなん

難であることは共
きょうつう

通しています。

なぜスペクトラムなのか？

全
まった

く話
はな

さない
大
おお

まかな

言
こと

葉
ば

を話
はな

す

反
はんきょう

響言
げん

語
ご

／

反
はんきょう

響動
どう

作
さ

バイリンガル／

トリリンガル

重
じゅうど

度の ASD 軽
けい

度
ど

の ASD
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　脳
のう

は、行
こうどう

動を統
とうせい

制し、環
かんきょう

境の中
なか

で形
けいしき

式に意
い み

味を与
あた

え、刺
し

激
げき

を処
しょ

理
り

し、フィ

ルターにかけます。しかし、ASD ではこれらの機
き

能
のう

が変
へんちょう

調をきたし、感
かんかく

覚刺
し

激
げき

に対
たい

する反
はんのう

応性
せい

が高
たか

くなったり低
ひく

くなったりすることがあります。これに

より、すべてまたは一
いち

部
ぶ

の感
かんかく

覚において、異
こと

なる知
ち

覚
かく

や感
かん

覚
かく

をもたらす可
か

能
のう

性
せい

があります。例
たと

えば：

　- 聴
ちょうかく

覚－ある音
おと

に対
たい

する不
ふ

快
かい

感
かん

または不
ふ

耐
たい

性
せい

。

　- 嗅
きゅうかく

覚－匂
にお

いが不
ふ

快
かい

感
かん

や渇
かつぼう

望感
かん

を引
ひ

き起
お

こすことがある。

　- 味
み

覚
かく

－口
くち

で物
もの

を調
ちょうさ

査する、偏
へんしょく

食がある、味
あじ

や食
しょっかん

感が渇
かつぼう

望感
かん

や嫌
けん

悪
お

感
かん

を引
ひ

き起
お

こすことがある。

　- 触
しょっかく

覚－触
さわ

られたり抱
だ

きしめられたりすることを嫌
けん

悪
お

する、衣
い

類
るい

やラベル

を極
きょくたん

端に嫌
きら

う、痛
いた

みに弱
よわ

い、暑
あつ

さや寒
さむ

さに鈍
どん

感
かん

である、ざらざらした表
ひょうめん

面に

惹
ひ

かれる。

　- 視
し

覚
かく

－明
あか

るい場
ば

所
しょ

での物
ぶったい

体の知
ち

覚
かく

の歪
ゆが

み、回
かいてんぶつ

転物への凝
ぎょうし

視、非
ひじょう

常に頻
ひんぱん

繁

な細
さい

部
ぶ

への集
しゅう

中
ちゅう

。

　- また ASD を持
も

つ人
ひと

は、バランスを取
と

ったり爪
つまさきある

先歩きすることが困
こんなん

難であ

るなど、他
ほか

の特
とくちょう

徴を示
しめ

すこともあります。

ASD の特
とくちょう

徴：感
かんかく

覚過
か

敏
びん
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　これらの要
よう

素
そ

は、ASD 患
かんじゃ

者の発
はったつ

達に大
おお

きな影
えいきょう

響を与
あた

えます。なぜなら、子
こ

どもの認
にん

知
ち

構
こうちく

築の自
し

然
ぜん

な促
そくしんざい

進剤となる、特
とくてい

定の文
ぶんみゃく

脈での様
さまざま

々な状
じょうきょう

況を経
けいけん

験

する機
き

会
かい

を、制
せいげん

限してしまうからです。修
しゅうせい

正が困
こんなん

難なため、日
にちじょう

常の様
さまざま

々な

状
じょうきょう

況への適
てきおう

応に必
ひつよう

要な、柔
じゅうなん

軟性
せい

の妨
さまた

げになります。そして、危
き き

機状
じょうたい

態の引
ひ

き金
がね

となることが非
ひじょう

常に多
おお

いです。これら反
はんぷく

復行
こうどう

動や制
せいげん

限には、いくつかの

側
そくめん

面があります。

　　 胴
どう

や手
て

を振
ふ

る、飛
と

び跳
は

ねる、喉
のど

を鳴
な

らす、舌
した

打
う

ちするなど、実
じつよう

用的
てき

な

　　 機
き

能
のう

を伴
ともな

わない反
はんぷく

復運
うんどう

動をする。

　　 物
ぶったい

体、方
ほうこう

向、回
かいてん

転を使
つか

った特
とくしゅ

殊な動
うご

き。

　　 確
かくりつ

立された習
しゅうかん

慣や儀
ぎ

式
しき

を変
か

えることに抵
ていこう

抗があり、常
つね

に同
おな

じことを同
おな

　　 じ方
ほうほう

法で行
おこな

おうとする。

　　 限
げんてい

定的
てき

または変
へんそく

則的
てき

な興
きょうみ

味。

　　 特
とくてい

定のキャラクター、映
えい

画
が

、アニメなど、特
とくてい

定の題
だいざい

材やテーマへの

　　 執
しゅうちゃく

着。

　子
こ

どもはこのような固
こ

定
てい

観
かんねん

念や制
せいげん

限を取
と

り入
い

れる

ことで、平
へいせい

静を保
たも

っています。家
か

族
ぞく

や学
がっこう

校は、この

平
へいせい

静を乱
みだ

す代
か

わりに、特
とくてい

定のパターンを「修
しゅうせい

正」す

るような変
へんこう

更を加
くわ

えることを恐
おそ

れるかもしれません。

習
しゅうかん

慣の途
と

絶
ぜつ

を避
さ

けようとする子
こ

どもの暴
ぼうはつ

発につなが

りかねないためです。しかし、このような自
じ

閉
へい

的
てき

制
せいげん

限症
しょうじょう

状を放
ほう

置
ち

しておくと、子
こ

どものグローバル

な発
はったつ

達の変
へん

化
か

や進
しんこう

行を妨
さまた

げながら、悪
あくじゅんかん

循環が生
う

まれ

てしまいます。

興
きょうみ

味の制
せいげん

限と定
ていけい

型的
てき

な行
こうどう

動
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　- 目
め

と目
め

の交
こうりゅう

流。このやりとりは早
はや

くから始
はじ

まり、自
じ

閉
へいしょう

症児
じ

は母
はは

親
おや

の目
め

で

　　はなく、周
しゅうい

囲のものに視
し

線
せん

を合
あ

わせた、とらえどころのない表
ひょうじょう

情をし

　　ている。

　- 赤
あか

ちゃん特
とくゆう

有の小
ちい

さな声
こえ

のやりとり「ママ言
こと

葉
ば

」や、赤
あか

ちゃんが意
い み

味の

　　ない最
さいしょ

初の音
おんせつ

節を話
はな

し始
はじ

める段
だんかい

階「ラレーション」に、周
しゅうい

囲が気
き

づかない。

　- 奇
きみょう

妙で異
いじょう

常な凝
ぎょうし

視をしている。

　- 音
おと

に反
はんのう

応しない、親
おや

が呼
よ

んでも反
はんのう

応しない。

　- 他
た

人
にん

の視
し

点
てん

に全
まった

く興
きょうみ

味がない。

　- 親
した

しい人
ひと

の膝
ひざ

の上
うえ

で抱
だ

っこされることを期
き

待
たい

しない。

　- 2 歳
さい

になるまで声
こえ

を出
だ

したり話
はな

したりしない。

　これらの兆
ちょうこう

候は、子
こ

どもが世
せ

界
かい

と交
こうりゅう

流していないことを

示
しめ

しており、神
しんけい

経発
はったつ

達障
しょうがい

害の疑
うたが

いがあります。

ASD の最
さいしょ

初の兆
ちょうこう

候とは？

ASD の人
ひと

をケアする上
うえ

で重
じゅうよう

要な点
てん

　- 診
しんだん

断は 3歳
さい

まで行
おこな

えませんが、早
はや

ければ早
はや

いほど、改
かいぜん

善の可
か

能
のう

性
せい

が高
たか

ま

ります。

　- 正
せいしき

式な診
しんだん

断の前
まえ

に治
ちりょう

療を開
かい

始
し

できる可
か

能
のう

性
せい

があるため、親
おや

は自
じ

閉
へいしょう

症の初
しょ

期
き

症
しょうじょう

状に注
ちゅうい

意する必
ひつよう

要があります。

　- 研
けんきゅう

究では、刺
し

激
げき

に反
はんのう

応しやすい 4 歳
さい

までが、治
ちりょう

療の可
か

能
のう

な時
じ

期
き

であると

示
し さ

唆されています。
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　- 保
ほ ご

護者
しゃ

の方
かた

は、良
よ

い専
せんもん

門家
か

を探
さが

すだけで

なく、治
ちりょう

療に参
さん

加
か

するなど、積
せっきょく

極的
てき

な姿
し

勢
せい

で

お子
こ

さんをケアすることが大
たいせつ

切です。

　- ASD には、子
こ

どもたち一
ひ と り

人ひとりに特
とくゆう

有

のバリエーションがあるため、自
じ

分
ぶん

の子
こ

ども

の特
とくちょう

徴に気
き

づいておいてください。何
なに

かおか

しいと感
かん

じ、疑
ぎ

問
もん

に思
おも

ったら、できるだけ早
はや

く専
せんもん

門家
か

の助
たす

けを求
もと

めてください。

重
じゅうよう

要事
じ

項
こう

！

二
に じ

次性
せい

自
じ

閉
へいしょう

症

　神
しんけい

経発
はったつ

達障
しょうがい

害とは関
かんけい

係ないものですが、以
い か

下の要
よういん

因で引
ひ

き起
お

こされること

があります。

　- 子
こ

どもの深
しんこく

刻な社
しゃかい

会的
てき

孤
こ

立
りつ

と、その引
ひ

き金
がね

となる要
よういん

因。例
たと

えば：いじめ、

　　家
か

庭
てい

内
ない

暴
ぼうりょく

力、身
しんたい

体的
てき

・  言
げん

語
ご

的
てき

虐
ぎゃくたい

待など。

　- タブレット、携
けいたい

帯電
でん

話
わ

、ビデオゲーム、テレビなどの電
でん

子
し

メディアへの

　　長
ちょうじかん

時間に渡
わた

る接
せっしょく

触。

　二
に じ

次性
せい

自
じ

閉
へいしょう

症の場
ば

合
あい

、治
ちりょう

療はそれほど複
ふくざつ

雑ではありません。多
おお

くの場
ば

合
あい

、

子
こ

どもを孤
こ

立
りつ

させない、あるいは電
でん

子
し

メディアに接
せっしょく

触させないようにするだ

けで、症
しょうじょう

状が改
かいぜん

善されます。
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　親
おや

は、同
どうちょう

調と継
けいぞく

続的
てき

な関
かんしん

心の集
しゅう

中
ちゅう

により促
そくしん

進される子
こ

どもとの交
こうりゅう

流を求
もと

めることが、不
ふ

可
か

欠
けつ

です。例
たと

えば：

　- アイコンタクトを促
うなが

すような姿
し

勢
せい

をとる。

　- アイコンタクトを促
うなが

し、求
もと

めながら、可
か

能
のう

な限
かぎ

り子
こ

どもと向
む

き合
あ

う。

　- 発
はっせい

声を伴
ともな

うゲーム、童
どうよう

謡、明
めいかく

確な韻
いん

を踏
ふ

んだ歌
うた

などを通
とお

し、子
こ

どもとの

　　簡
かんたん

単なやりとりを形
けいせい

成する。

　同
どうちょう

調を前
ぜんてい

提とした、他
ほか

のやり取
と

りも試
ため

してみてください。

　例
たと

えば：

　- ジェスチャーを真
ま ね

似る。

　- 歌
うた

に合
あ

わせて、手
て

や足
あし

で床
ゆか

を叩
たた

く。

　- 常
つね

に童
どうよう

謡を活
かつよう

用する。

　- ボールを投
な

げ渡
わた

したり、物
もの

を交
こうかん

換したり、「今
こん

度
ど

は私
わたし

、

　　今
こん

度
ど

はあなた…」といった、模
も

倣
ほう

を伴
ともな

う遊
あそ

びをする。

　- オノマトペ（擬
ぎ

音
おん

語
ご

・擬
ぎ

態
たい

語
ご

）を使
つか

った発
はっせい

声遊
あそ

びは、コミュニケーショ

　　ンへの開
かいほう

放性
せい

を高
たか

め、子
こ

どもの音
おと

のレパートリーを増
ふ

やします。

　創
そうぞう

造性
せい

を発
はっ

揮
き

し、子
こ

どもが続
つづ

けたくなるようなゲームを考
こうあん

案しましょう。

家
か

族
ぞく

、学
がっこう

校、友
ゆう

人
じん

にも広
ひろ

げられる、模
も

倣
ほう

、楽
たの

しさの共
きょうゆう

有、社
しゃかい

会的
てき

情
じょうちょ

緒的
てき

な相
そう

互
ご

関
かんけい

係を促
そくしん

進しましょう。

ASD の人
ひと

たちを助
たす

けるには

コミュニケーションと社
しゃかい

会的
てき

相
そう

互
ご

作
さ

用
よう
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　親
おや

は、日
にちじょう

常生
せいかつ

活の中
なか

で「過
か ど

度の繰
く

り返
かえ

し」の兆
ちょうこう

候に注
ちゅうい

意し、習
しゅうかん

慣を結
けっしょうか

晶化

させないようにする必
ひつよう

要があります。

　- 子
こ

どもに負
ふ

担
たん

をかけないように、非
ひじょう

常にゆっくりと、少
すこ

しずつ、絶
た

え間
ま

　　ない多
た

様
よう

性
せい

と変
へん

化
か

を求
もと

める：物
もの

事
ごと

の軌
き

跡
せき

、製
せいひん

品のブランディングとラベ

　　リング、グラス、皿
さら

、衣
い

類
るい

、おもちゃ。

　- キャラクターのジェスチャーやセリフを予
よ

測
そく

することができる、繰
く

り返
かえ

　　し見
み

る絵
え

や映
えい

画
が

への固
こ

執
しつ

。多
おお

くの場
ば

合
あい

、非
ひ

文
ぶんみゃく

脈的
てき

、または反
はんきょう

響言
げん

語
ご

的
てき

。

　- 大
お と な

人が子
こ

どもの世
せ

界
かい

に入
はい

り込み、その言
こと

葉
ば

の意
い み

味を理
り

解
かい

しようとする。

　　例
たと

えば、「ピーター、あなたは～を覚
おぼ

えてるよね？」と言
い

い、そのセリ

　　フがどのアニメから来
き

たものなのか、子
こ

どもに思
おも

い出
だ

させる。

　- 子
こ

どもの疎
そ

外
がい

感
かん

を解
かいしょう

消し、その場
ば

にいる大
お と な

人、さらには他
ほか

の子
こ

ども、きょ

　　うだい、友
とも

だちとの接
せっしょく

触を促
うなが

すような言
こと

葉
ば

を、常
つね

に探
さが

す。

　- 映
えい

画
が

、テレビ、タブレット、電
でん

子
し

ゲームなど、意
い

識
しき

を狭
せま

く集
しゅう

中
ちゅう

させ、世
せ

　　間
けん

からの疎
そ

外
がい

感
かん

を助
じょちょう

長し、不
ふ

安
あん

を増
ぞうだい

大させる可
か

能
のう

性
せい

のあるもの全
すべ

てへの

　　接
せっしょく

触を、できるだけ減
へ

らす。

　公
こうえん

園でのおもちゃ遊
あそ

び、トランポリン、滑
すべ

り台
だい

、ブランコなどを使
つか

った遊
あそ

び、プール、湖
みずうみ

や川
かわ

でのゲーム、水
みず

遊
あそ

び全
ぜんぱん

般など、他
ほか

の幅
はば

広
ひろ

い運
うんどう

動遊
あそ

びへ

と子
こ

どもを移
い

行
こう

させることが不
ふ

可
か

欠
けつ

です。

　- 環
かんきょう

境を変
か

え、週
しゅうまつ

末や休
きゅうか

暇を利
り

用
よう

して旅
りょこう

行に行
い

くなど、繰
く

り返
かえ

しの習
しゅうかん

慣を

崩
くず

すようなことをしましょう。

可
か

能
のう

な介
かいにゅう

入：

定
ていけい

型的
てき

な行
こうどう

動と制
せいげん

限された興
きょうみ

味
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個
こ

人
じん

的
てき

・社
しゃかい

会的
てき

自
じ

律
りつ

性
せい

　衛
えいせい

生、衣
い

服
ふく

、食
しょくじ

事、個
こ

人
じん

的
てき

・社
しゃかい

会的
てき

自
じ

律
りつ

性
せい

など、自
じ

律
りつ

性
せい

のさまざまな側
そくめん

面

を刺
し

激
げき

するそれぞれの作
さぎょう

業の段
だんかい

階を徐
じょじょ

々に紹
しょうかい

介しながら、子
こ

どもと一
いっしょ

緒に何
なに

かをする提
ていあん

案。

　- 大
お と な

人は、今
いま

ここで起
お

きていることの中
なか

に子
こ

どもを位
い ち

置づけること。

　- 行
こう

為
い

の機
き

能
のう

性
せい

を見
み

極
きわ

める ― 常
つね

に「何
なん

のために？」と問
と

うこと。

　- 行
こうどう

動を突
とつぜん

然遮
さえぎ

らないこと。

　- これから起
お

こることを常
つね

に口
こうとう

頭で知
し

らせる。

　- 必
ひつよう

要に応
おう

じてジェスチャー、文
も じ

字でのヒント、画
が

像
ぞう

などを使
つか

う。

　- 活
かつどう

動を複
ふくすう

数の小
しょう

活
かつどう

動に分
わ

け、その順
じゅんじょ

序に注
ちゅうい

意を払
はら

う。

　- 親
おや

や介
かい

護
ご

者
しゃ

は、子
こ

どもが集
しゅう

中
ちゅう

力
りょく

を失
うしな

ったら、必
ひつよう

要に応
おう

じ段
だんかい

階的
てき

に軌
き

道
どう

　　修
しゅうせい

正するよう努
つと

める。

　- 常
つね

に子
こ

どもの発
はったつ

達レベルを考
こうりょ

慮する。

　- 子
こ

どもが何
なに

かを学
まな

んだと気
き

づいたら、その機
き

会
かい

を利
り

用
よう

し、要
よう

する時
じ

間
かん

を

　　考
こうりょ

慮しながら、自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

でやるよう促
うなが

す。必
ひつよう

要であれば、各
かく

ステップご

　　とに写
しゃしん

真やイラストを使
し

用
よう

する。

　選
せんたく

択肢
し

も自
じ

律
りつ

性
せい

を高
たか

めるものです。可
か

能
のう

な限
かぎ

り、子
こ

どもに選
えら

ばせてくださ

い。たとえば、衣
い

類
るい

1点
てん

の選
せんたく

択肢
し

は 2つか 3つまでにしてください。これは

自
じ

律
りつ

性
せい

を鍛
きた

えるとともに、コミュニケーションの手
しゅだん

段でもあるのです。
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　子
こ

どもが小
ちい

さいほど、そして／または、制
せいぎょ

御不
ふ

能
のう

な行
こうどう

動が認
みと

められるほど、

状
じょうきょう

況に留
とど

まる能
のうりょく

力は低
ひく

くなります。そこで、

　- 短
みじか

い活
かつどう

動を選
せんたく

択する。

　- 活
かつどう

動の終
お

わりには必
かなら

ず合
あい

図
ず

をする。

　これらの側
そくめん

面は規
き

律
りつ

的
てき

なものであり、組
そ

織
しき

内
ない

で子
こ

どもたちが自
みずか

らを位
い ち

置づ

け、より柔
じゅうなん

軟に環
かんきょう

境に適
てきおう

応するために役
やく

立
だ

つものです。

注
ちゅうい

意を払
はら

うべきこと

　親
おや

は、子
こ

どもが話
はな

し始
はじ

めることを期
き

待
たい

して、質
しつ

問
もん

をしたり、言
い

った表
ひょうげん

現を

繰
く

り返
かえ

させたりすることにこだわります。しかし子
こ

どもは、言
こと

葉
ば

を発
はっ

する前
まえ

に、機
き

能
のう

的
てき

な発
はつ

話
わ

の前
まえ

の段
だんかい

階である、コミュニケーションとふれあいの重
じゅうよう

要

性
せい

を発
はっ

見
けん

する必
ひつよう

要があります。

初
しょ

期
き

段
だんかい

階 - 模
も

倣
ほう

と関
かんしん

心の共
きょうゆう

有の発
はったつ

達、遊
あそ

び、ファンタジー… 

　この段
だんかい

階では、子
こ

どもたちが困
こんなん

難に立
た

ち向
む

かうことができるように、愛
あいじょう

情

と励
はげ

ましに満
み

ちた雰
ふん

囲
い

気
き

の中
なか

で、コミュニケーションをサポートすることが

基
き

本
ほん

となります。それが彼
かれ

らが世
せ

界
かい

を発
はっ

見
けん

し、経
けいけん

験や知
ち

識
しき

の集
あつ

まりを構
こうちく

築す

るのを手
て

助
だす

けしながら、日
にちじょう

常生
せいかつ

活の最
もっと

も多
た

様
よう

な場
ば

面
めん

を通
とお

しての成
せいちょう

長を促
うなが

し

ます。例
たと

えば、遊
あそ

んだり、歌
うた

ったり、三
さんりんしゃ

輪車の漕
こ

ぎ方
かた

を発
はっ

見
けん

するのを手
て

伝
つだ

う

などです。

子
こ

どもと遊
あそ

び、さらに遊
あそ

び、そしてふれあう
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　自
じ

閉
へいしょう

症の人
ひと

は、邪
じゃ

魔
ま

が入
はい

ったり、習
しゅうかん

慣が変
か

わったり、刺
し

激
げき

が強
つよ

すぎる環
かんきょう

境

に置
お

かれたりすると、やる気
き

をなくしてしまうことがあります。これらは、

悪
あっ

化
か

したあるいは制
せいぎょ

御困
こんなん

難な反
はんのう

応を誘
ゆうはつ

発しうる状
じょうきょう

況の、一
いち

例
れい

です。

　このような状
じょうきょう

況がある程
てい

度
ど

頻
ひんぱん

繁に起
お

こるようであれば、子
こ

どもがイライ

ラしたり、感
かんじょう

情をコントロールできない兆
ちょうこう

候を示
しめ

したときのための、行
こうどう

動

計
けいかく

画を立
た

てることが重
じゅうよう

要です。

　ひとつのコツは、子
こ

どもが自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

で落
お

ち着
つ

けるようなキットを作
つく

ること

です。感
かんかく

覚を刺
し

激
げき

し、感
かんじょう

情の過
かじょう

剰な負
ふ か

荷を和
やわ

らげる素
そ

材
ざい

を使
つか

い、箱
はこ

や、部
へ や

屋

のコーナーさえ作
つく

ることができます。子
こ

どもの年
ねんれい

齢に合
あ

わせてアイテムを選
えら

ぶとよいでしょう。

　たとえば、枕
まくら

、ぬいぐるみ、抱
だ

きしめることのできる柔
やわ

らか

いもの、シャボン玉
だま

セット、粘
ねん

土
ど

、ギュッと握
にぎ

れる弾
だんりょく

力あるお

もちゃ、キラキラ光
ひか

る瓶
びん

など目
め

に楽
たの

しいもの、ランプ類
るい

、ローショ

ンやディフューザーなど嗅
きゅうかく

覚を刺
し

激
げき

するもの（この場
ば

合
あい

、どの香
かお

りが好
す

きかを子
こ

どもに確
かくにん

認しておくことが大
たいせつ

切です）などが考
かんが

えられます。

　ベッドシーツでできたものであっても、小
こ や

屋やテントのような、小
ちい

さくて

居
い

心
ごこ

地
ち

のよい場
ば

所
しょ

で休
やす

むのが好
す

きな子
こ

もいます。また、広
ひろ

い場
ば

所
しょ

が好
す

きな子
こ

もいます。このように、それぞれの子
こ

どもの特
とくちょう

徴を知
し

っておくことはとても

大
たいせつ

切なことなのです。

困
こんなん

難な局
きょくめん

面におけるいくつかのヒント
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　ノイズキャンセリングヘッドフォン、耳
みみ

当
あ

て、そして音
おんがく

楽も、彼
かれ

らを落
お

ち

着
つ

かせるのに役
やく

立
だ

ちます。マッサージ、リラクゼーション、呼
こきゅう

吸法
ほう

、あるい

は空
くう

気
き

で膨
ふく

らませたお城
しろ

のトランポリンでの飛
と

び跳
は

ね、年
ねんちょう

長の子
こ

どもならサ

ンドバッグを叩
たた

くこと、「シリー・ジョン」の動
うご

き、風
ふうせん

船を使
つか

ったテニスゲー

ムなどの短
みじか

い運
うんどう

動も、役
やく

立
だ

ちます。

　水
みず

にはとても心
こころ

を落
お

ち着
つ

かせる要
よう

素
そ

があります。泳
およ

いだり、湯
ゆ

船
ぶね

で遊
あそ

ん

だり、瓶
びん

に水
みず

を入
い

れたり空
あ

けたりすることは、とても助
たす

けになります。また、

危
き き

機に瀕
ひん

したときには、冷
つめ

たい水
みず

で顔
かお

を洗
あら

ったり、角
かくごおり

氷を手
て

に取
と

って手
て

や首
くび

にこすりつけたりすると、こうしたときに高
たか

まる心
しんぱくすう

拍数を抑
おさ

えることができ

ます。

　それぞれの子
こ

どもの理
り

解
かい

度
ど

に合
あ

ったアクティビティを見
み

つけることがとて

も大
たいせつ

切です。活
かつどう

動の仕
し

方
かた

は常
つね

に子
こ

どもに任
まか

せつつ、参
さん

加
か

し、交
こうりゅう

流しましょう。

　子
こ

どもが落
お

ち着
つ

いたことに気
き

づいたら、よりバランスのとれた情
じょうちょじょうたい

緒状態を

確
かく

保
ほ

するため、楽
たの

しい活
かつどう

動を紹
しょうかい

介し、交
こうりゅう

流を図
はか

りましょう。
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　診
しんだんけっ

断結果
か

にとらわれすぎず、子
こ

どもたちに目
め

を向
む

けてください。子
こ

どもの

好
す

きなもの、特
とくちょう

徴、特
とく

異
い

性
せい

に気
き

づき、今
いま

この瞬
しゅんかん

間、関
かんけい

係、交
こうりゅう

流、愛
あいじょう

情に意
い

識
しき

を向
む

けるようにしましょう。例
たと

えば、子
こ

どもが靴
くつばこ

箱で遊
あそ

び始
はじ

めたときなど、

子
こ

どもが何
なに

かに興
きょうみ

味を持
も

ったことに気
き

づいたら、その機
き

会
かい

を利
り

用
よう

して一
いっしょ

緒に

遊
あそ

び、子
こ

どもの世
せ

界
かい

に入
はい

ってみてください。この体
たいけん

験が、楽
たの

しくて温
あたた

かいふ

れあいにつながるでしょう。子
こ

どもは複
ふくざつ

雑なおもちゃよりも、自
じ

分
ぶん

で作
つく

った

り発
はっけん

見したりしたシンプルなおもちゃのほうが、ずっと好
す

きなことがあるの

です。
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後
ご
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Transtornos do 
Desenvolvimento 

Infantil

Transtorno 
Específico de 
Aprendizagem

Deficiências 
Intelectuais

Transtornos da 
Comunicação

Transtornos 
Motores

Transtorno 
do Movimento 
Esteriotipado

Transtorno do 
Espectro do Autismo

Transtorno de Déficit de 
Atenção/Hiperatividade

 (TDAH)
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Não Fale 
nada

TEA SEVERO TEA LEVE

Falar palavras 
soltas

Ecolalia/
Ecopraxia

Bilíngue/
Trilíngue
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■ 活動内容 ■

■ 主な連携先 ■

　ABC ジャパンは、横浜市鶴見区在住の日系ブラジル人が中心となり、2000 年に発足した団体
です（2006 年に NPO 法人化）。
　日本人も外国人も同じ町に暮らすもの同士として支え合う様々な事業を行っています。特に外
国人市民が「今、困っていることをなくす」「将来、困らないように」そして「共に楽しむ」た
めに続けている多彩な活動は、支援ではなく、お互いが住み心地のいい町・社会を作っていくた
めの手段であると考えています。
　日本人も外国人も日系人も、大人も子どもも、共に解決していく仲間として日々目の前の課題
に取り組み続けています。

ブラジル大使館、ブラジル総領事館、神奈川県教育委員会、横浜市、鶴見区、独立行政法人国際協
力機構（JICA）、海外日系人協会、NPO 法人サードプレイス、NPO 法人鶴見保育の会・ひだまり
保育園、社会福祉法人青丘社、横浜子ども支援協議会、関東学院大学、フェリス女学院大学等

PART2　団体概要

名　称 NPO 法人 ABC ジャパン

設　立 2000 年（2006 年に NPO 法人格取得）

住　所 神奈川県横浜市鶴見区鶴見中央 4-7-15 ラ カンパーナキソヤ３F

子どもの教育保障
フリースクール、中学・高校生対象放課後自習室、小学校内放課後
学習支援教室、教育フェア（高校・大学進学＆キャリアガイダンス）、
小学校～大学・キャリアの各種多言語版ガイドブック等

大人の自立支援
大人の日本語教室、第 2 種電気工事士試験対策講座、電気工事士の
ための日本語教室、年金等システム紹介ビデオ等

コミュニティづくり
大学・高校・中学校での多文化教育出張授業、研修・講演会、外国
人の体験ワークショップ、地域イベントへブース出展、ポルトガル語・
中国語教室等

こころのサポート
大人と青少年のための心理カウンセリング、電話・オンラインによ
る心理・健康個別相談、心理領域セミナー等

次世代へバトンタッチ
外国につながる先輩・後輩交流会、キャリア教育、ルーツを持つ国
の言葉や文化を学ぶ教室等

+ α
自然災害被災地支援、コロナ禍における食料支援、ブラジルにおけ
るキャリアアップ支援事業、日系社会研修員受入事業等
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■ ABC ジャパンのあゆみ ■
2000 年 団体設立

2006 年 NPO 法人 ABC ジャパンとして法人化

2009 年

在日ブラジル人全国ネットワーク発足、事務局となる
文化庁「『生活者としての外国人』のための日本語教育事業」として、大人の日
本語教室開始／文部科学省「定住外国人の子どもの就学支援事業」として、フリー
スクール、小学校内放課後学習支援教室「つるみ～にょ」開始

2010 年 「外国につながる子どもと保護者のための大学進学ガイダンス」開催

2011 年
東日本大震災 被災地支援実施

「外国につながる子どもと保護者のための高校進学ガイダンス」開催

2012 年
「新しい公共の場づくりのためのモデル事業」として、「外国につながる子ども・
家族を地域で支える教育ネットワーク構築事業」を実施

2013 年
外国につながる子どもを対象とした「アミーゴ JUKU」開講
大人のための「ポルトガル語教室」開始
多言語版『ようこそ 鶴見区の小学校へ・中学校へ』制作・発行

2014 年
かながわボランタリー活動推進基金 21「ボランタリー活動補助金事業」として「外
国につながる子ども・若者の教育機会の保障のためのプロジェクト」開始

2015 年
「第 2 種電気工事士試験対策講座」開講
日伯外交関係樹立 120 周年記念事業「ブラジル WEEK」を企画・運営

2016 年 「外国人の気持ちになってみる？」ワークショップを制作・実施

2017 年

２校目の小学校内放課後学習支援教室「いりふねつるみ～にょ」開始
かながわボランタリー活動推進基金 21 として神奈川県教委との協働事業「外国
につながる子ども・若者と家族の包括的支援事業」開始
多言語版『大学進学ガイドブック』制作・発行

2018 年 多言語版『高校進学ガイドブック』、『Denko da ABC』制作・発行

2019 年
日本語教材『まいにちのにほんご』制作・発行
多言語版『ようこそ かながわの小学校へ・中学校へ』制作・発行

2020 年

事務所＆教室の移転／多言語版『将来の仕事 MAP』制作・発行
「外国ルーツ青少年未来創造事業」として「移民 2 世・3 世のキャリア形成に向
けた青少年未来創造事業」開始／コロナ緊急支援フードパントリー事業実施
ルーツの言葉と文化を学ぶ教室・心理カウンセリング事業開始

2021 年
ブラジル政府主催「継承ポルトガル語オリンピック大会」参加及び事務局
継承ポルトガル語教材、『外国につながる若者の日本語作文』制作・発行
JICA「日系社会研修員受入事業」開始

2022 年
JICA「草の根技術協力事業」開始

「教育フェア（高校・大学進学＆キャリアガイダンス）」開催
継承ポルトガル語教材、『就職ワークブック』制作・発行
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■ 受賞歴 ■

■ 活動の様子 ■

2018 年 理事長 安富祖がブラジル政府よりリオ・ブランコ国家勲章受賞

2019 年 理事長 安富祖が日本政府より外務大臣表彰受賞

▼子どもの教育保障
　来日したばかりの子どもや日本生まれ日本育ちの子ども、それぞれに必要な学習の機会や居場
所、進学・キャリア形成の情報、そして様々な経験や楽しみを子どもたちに提供しています。

▼コミュニティづくり
　私たちが考えるコミュニティは、外国人コミュニティのことではありません。国籍関係なく、
いろんな人がいるコミュニティとして捉えています。
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▼大人の自立支援
　「すぐに役に立つ」を大切に日本で安定して生活するための学習の場やスキルアップのための
機会づくりをしています。コロナ禍を経てオンライン化が進み、参加者は全国に広がりました。

▼こころのサポート
　移住による喪失感や言葉や文化の壁等による悩みが積み重なると心の健康に大きく影響しま
す。専門家による多言語での心理カウンセリングやオンライン心理領域セミナーを実施していま
す。

▼＋α
　国内に住む外国人のための長年の支援活動で培ったノウハウやネットワークを活かし、ブラジ
ルに住む日系人のための支援としてキャリアアップ支援や日系社会研修員受入事業を行っていま
す。
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　本事業の目的は家族や子育て等の悩みや困難を抱えていて、近くに相談する場所がなく、孤立
しがちな外国人市民に対し、専門家が電話を通して相談に応じ、心理療法を用いながら、現状 
認識の変化及び、医療機関への架け橋を築くことです。また、昨年度に続き、今年度も医療情報
相談を実施しました。コロナ渦で、昨年度余儀なく対面相談を主にオンラインに変更したところ、
今年度は横浜市内のみならず、全国を対象地域として実施できました。

〈実施方法〉
公認心理師１名、ブラジル国臨床心理士１名、ブラジル国医師 1 名が相談にあたりました。
―日時―
　医療情報相談固定相談 ：水曜日 17 時から 19 時まで
　　　心理相談固定相談 ：月曜日 19 時から 21 時まで／木曜日 20 時から 22 時まで
　　　特別心理相談当直 ：2023 年 2 月～ 3 月 12 回　各回 2 時間から 4 時間
　　　　　予約心理相談 ：平均週に 16 時間

〈相談内容〉
　2022 年４月１日から 2023 年３月 31 日までの総相談件数は 595 件でした。内、「心理相談」が
約 89％、「医療情報関連相談」が約 11％を占めました。

PART3
『電話・オンラインによる心理・健康個別相談』

相談種類別
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　総件数 595 件の約 68％が「予約相談」、次いで「固定相談」が約 23％、そして「メール相談」
が約 5％、メッセンジャー相談が約４％を占めました。

　相談状況については、相談後の支援として、約 65％が「心理カウンセリング継続」、約 11％が「終
結」、約 9％が「固定相談へ」、約６％が「単発的相談の継続」でした。その他、「医療相談の継続」

「他団体へ紹介」「医療機関への受診」「医療情報相談」が合わせて約９％を占めました。

相談種類別②

対応後の支援
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　当サービスの情報入手手段としては、「Facebook」が最も多く約 37％を占めました。次いで「当
団体との関わりがある相談者」が約 27％、「知人の紹介」が約 20％でした。他の相談者からの紹
介」は約 10％でした。

 　相談者の性別としては、約 88％が女性、約 12％が男性でした。そして、約 93％がポルトガル語、
約 5％がスペイン語、そして約 2％が日本語での相談でした。

 当サービスをどのように知ったか

相談者の性別
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 　相談方法としては、「メッセンジャー」が最も多くて約 42％で、次いで「電話」が約 18％、そして、
3 番目に多かった方法が「WhatsApp」の約 14％でした。その他、「Line」や「Zoom」、「Skype」、

「Google Meet」など、オンラインツールの多様化が目立ちました。

相談者の言語

相談方法
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　そして、相談者の居住地としては、下記のグラフのように「愛知県」が最も多く、次いで「神
奈川県」でした。その他 20 の都府県からの相談がありました。「ブラジル」からの相談者に関し
ては、主にメールやメッセンジャーでの相談で、相談サービスの問い合わせでした。

相談者の居住地
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 　相談の内容で、誰についての相談かということに関しては、複数回答可で、「自分自身に関す
る相談」499 件で最も多かったです。次いで「子どもに関する相談」が 85 件、そして、「配偶者・
パートナー」に関する相談が 73 件でした。

　相談者の「年齢」に関しては、30 歳代が最も多く、約 37％でした。そして、40 歳代が約
25％、20 歳代が約 14％、50 歳代が約 10％でした。全体的に 10 歳代から 70 歳代まで、幅広い年
齢層から相談が寄せられました。

相談内容（複数回答可）

相談者の年齢
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　そして、下記のグラフのように、その相談内容については複数回答可で、延べ件数で 459 件が「内
面的な課題／葛藤」でした。次いで、「夫婦やパートナーとの関係について」が 125 件、「日本で
の生活関連の課題 / 葛藤」が 123 件、「親子関係」についてが 56 件でした。「DV」についての相
談も目立ち、56 件でした。そして、子どもの「引きこもり」の相談が 32 件、が子どもへの「性虐待」
に関する相談が 24 件ありました。その他、仕事でのハラスメントやいじめというトラブルなど、
相談は多岐にわたりました。

相談内容③（複数回答可）
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　個別相談事業の相談件数に関して、2020 年度は 228 件、2021 年度は 835 件、今年度は 595 件
でした。2022 年度は、相談時間数を昨年度より少なめに設定しました。今年度の特徴は、継続
と終結が増加し、相談者からの初回が多かったことです。

　相談ツールとして様々なオンラインアプリが使われ、オンライン相談が定着しつつあります。
そのためか、今年度は愛知県からの相談が最も多く見られました。

　相談内容に関しては、「自分について、内面的な課題／葛藤」が最も多く、「パートナーやパー
トナーとの関係」、「DV」に関する相談が引き続き、多く寄せられました。

　また、「子ども」に関する相談が多岐にわたったのが目立ちました。「引きこもり、性虐待、親
子関係、子ども将来」などについての相談が多く見られました。

　そして、変わらず「日本での生活関連の課題／葛藤」の相談が 3 番目に多い内容となり、異文
化で生活することの難しさが浮き彫りになっています。

　年代別では、仕事や子育て中の真っ最中であり、多くの課題を同時に抱え、より脆弱になりや
すく、心理的な危機に陥りやすいと言える 30‐50 歳代の相談者が最も多かったです。

　カウンセリング回数としては、原則 10 回までと設定し、より深刻な場合は 15 回、また数名は
20 回以上のカウンセリングを実施しました。昨年度から継続してカウンセリングを受けていた
相談者の多くが終結を迎えることができました。また、国内外の心理相談の受け皿が増えたこと
もあり、当事業を 10 回までで実施することができました。その結果、「終結」する相談が増加し
ました。

　相談内容が多岐にわたり、大人のみならず、子どもについての相談も多く、より幅広い知識や
対応力が必要とされています。また、カウンセリングにとどまらず、地域との連携、支援機関と
の連携が不可欠な状況になっています。今後は、心理支援に加えて、より相談者に寄り添った福
祉的な支援も必要であると考えられます。

〈考察・今後へ〉
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PART4
孤立しがちな中高生の居場所運営

『つみれ自習室』
  『つみれ自習室』として出入りフリーな学習の場をイメージして事業を実施。

◆実施回数：48 回
　参加人数：708 名（スタッフ等含む）　内訳）中高生：447 名　大人の参加：242 名

◆自習室運営のイメージ図
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事業実施主体の 2 団体のそれぞれでつながりのある中高生世代が参加
・ABC ジャパンでサポートする中高生世代
・サードプレイスでサポートする中学生学習支援の卒業生および近隣在住の高校生
〇所属をしている高校で孤立をしている訳ではないが、居場所で出会った似た属性の子同士で、
　通じるものがある様子。毎週、居場所で待ち合わせをして話したり、一緒に勉強をしたりして
　いる。
〇外国ルーツの生徒と近隣の高校生、この場で出会わなければ交わることがなかった子たちが、
　それぞれの母国語を教え合い交流を深めている姿があった。

参加者の参加深度の変化　関係性の発展とともに、より広がっていった。

〇大学生世代のユーススタッフの存在が、居場所を作っていく上で非常に重要な役割を担ってい
　る。参加者の中高生世代と年齢が近いこともあるが、参加者がこれから向かう「受験」や「学
　校生活」をつい最近までリアルに体験していたスタッフたちの話は、参加者にとってロールモ
　デルであり、とても興味のある話になる。
〇多様な世代の大人たち（大学生や社会人）がいることが、参加者の中高生世代には魅力的との
　こと。また、学習だけでなく、ゲームや雑談などその時の気分で過ごせることが大切。勉強の
　場だから勉強をしなければいけないとなってしまうと、気分が乗らない子たちにとっては、居
　心地の悪い場所になってしまう。

〇私にとって自習室とは出会いの場だと思います。もちろん勉強をする場所ですが、普段は同じ
　学校で同じクラスの人達としか会わないけど、その枠を超えて違う学校や違う学科の人、違う
　国籍の人とも出会うことができて、その人達と話すことでものすごく刺激になり、友達も出来
　ました。
〇勉強も教えてくれるし、お話も沢山できて第 2 の学校みたいな感じで、ラフに行ける場所でか
　けがえのない居場所です。分からない所を丁寧に教えてくれて、気分転換にお喋りもしてくれ
　て楽しいところです。

◆交流と成果

◆発展する参加者の意識

◆ポイント

◆参加者の声
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外国につながる中学生のための自習室
『スペース Amigo』

 『スペース Amigo』として中学生を対象とした学習の場を火曜日 17:00 ～ 19:00 に開催。
参加者は日本語や教科などを、自分のペースで勉強ができ、学校の宿題や苦手な内容を学生・社
会人のサポーターが一人ひとりに寄り添ってサポートしてきた。

◆実施回数：32 回
　参加人数：224 名　内訳）中学生：160 名 (4 つ以上の中学校より参加 )
　　　　　　　　　        　  サポーター ( 高校生・大学生・大学院生・社会人 )  ：64 名

〇宿題や定期・期末テストに向けての勉強を行いながら、回数を重ねるごとに積極的に「この問
　題のここを聞きたい」と、高校生・大学生・大学院生・社会人等のボランティアに質問をする
　姿が見られるようになった。参加した中学生からは、保護者に質問をした際、日本での教育を
　受けていないため、聞きたいことと返答に齟齬が生じることがあり、質問できる人が増えてよ
　かったと話があった。

〇所属する中学校以外の外国ルーツの生徒との出会いの場にもなった。さらに、高校生や大学院
　生ボランティアも外国につながりで、実体験の話を聞くことができ、サポーターがロールモデ
　ルになって、勉強だけでなく経験談やアドバイスを通して、進路・未来についても前向きに考
　えられるようになった様子が見受けられた。家族 ( 自宅 )・学校 ( 友人・教職員・部活 ) が中
　心の中学生にとって、つながりが広がる重要な機会になった。

〇保護者が子どもの学校生活や勉強について、どのように向き合えばよいのか相談があった。事
　務所スタッフが保護者と中学生それぞれに関わりながら丁寧に対応したことで、安心して継続
　的な学びの場を保障することができた。

◆成果

◆自習室のポスター　　　　　　　　　◆自習室の様子
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〇外国につながるサポーターは、勉強を教えるだけでなく、自分自身の経験から後輩である中学
　生たちの役に立ちたいという思いがあり、学習だけでなく安心できる場づくりへ大変貢献して
　いた。
〇外国につながりのないサポーターは、参加者との関わりが自身の理解だけでなく、学校や職場
　へ還元されていると話していた。

〇外国につながりのある先輩に学校生活や受験の話を聞いたり、アドバイスをしてもらうことも
　あった。学校や家族以外の大人や、自分の学校以外同世代と知り合える場にもなった。

◆参加中学生・サポーターの関係図

◆サポーターへの効果

◆ポイント
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　外国につながる子どもをもつ保護者が、日本の教育システムや進学、子どもへの教育、受験等
について適切な情報を得ること、子どもに適切な勉強の環境作り、関連機関への紹介を目的とし、
国内在住もしくは転居に伴う来日のため日本で学校生活を送る子どもの保護者を対象として、必
要に応じて通訳対応を導入し、就学や進学について個別相談の受付、情報提供等を行った。

◆実施回数：1,680 回

PART5
教育相談

 1．相談方法  2．相談回数

  3．相談対象者   4．相談者
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 ・来日から 1 年未満の方からの相談が約 73% であった。相談後、相談対象者の状況が変わると、
　異なる内容で相談があったり、日本に長く住みコミュニティに根付いている人からは、継続的
　な相談が多かった（図 2） 。
 ・相談対象者で特に多かったのは、中学校を卒業していて高校進学を希望する者であった（図 3）。
　彼らに比べ、小学生や中学生は学校に所属しており、質問や相談をすることができる環境にあ
　る。また、支援団体や他機関の相談窓口、学校からの相談も少なくない（図 4）。
 ・当団体の拠点である神奈川県からの相談が最も多いが、他地域からの相談も一定数あった（図
　5）。各地域や居住地近郊での相談窓口の有無、周知の状況、言語や方法・開設時間等の利用
　のしやすさ・難しさなどの理由や、相談者の口コミによる広がり、また、団体ホームページや
　SNS 等による情報からのリーチが考えられる。
 ・はじめ日本語で話し、内容の詳細については母語で希望される場合が非常に多く、通訳と共
　に相談を行った。相談言語で、日本語での相談は 26％であった（図７）。母語での相談の重要
　性と、母語相談窓口設置・増設の必要がある。
 ・他機関は、小学校・中学校・高校・専門学校・他団体のフリースクール・支援団体・教育委員会・
　あーすぷらざ（神奈川県立地球市民かながわプラザ）・国際交流ラウンジ等と連携を図った。

5．居住地   6．出身国

7．相談言語  8．相談内容
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